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生保数理（問題） 

 

問題１．次の（１）～（６）について、各問の指示に従い解答しなさい。 

               各４点（計２４点） 

 

（１） x歳加入、保険料年払終身払込、保険金年度末支払、保険金額 1 の終身保険において、第 5 保

険年度末の平準純保険料式責任準備金 5 xV の値に最も近いものは次のうちどれか。 

ただし、 ( )1 0,1,2,3,4x tV t+ =　 は下表のとおりとする。 

 

t  0 1 2 3 4 

1 x tV +　  0.01743 0.01779 0.01816 0.01853 0.01893 

  

 （Ａ） 0.08755 （Ｂ） 0.08760 （Ｃ） 0.08765 （Ｄ） 0.08770 （Ｅ） 0.08775 

 （Ｆ） 0.08780 （Ｇ） 0.08785 （Ｈ） 0.08790 （Ｉ） 0.08795 （Ｊ） 0.08800 
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（２）ある集団が原因 A B C、 、 によって減少していく 3 重脱退残存表を考える。 x歳における各脱

退原因による脱退者数をそれぞれ xa 、 xb 、 xc とし、各脱退はそれぞれ独立かつ 1 年を通じて一

様に発生するものとする。 

3 重脱退残存表のうち、判明している数値が下表のとおりであり、 1x + 歳の原因 Aの中央脱退率

は x歳の原因 Aの中央脱退率の 1.5 倍、 1x + 歳の原因 B の絶対脱退率は 1x + 歳の原因 Aの絶対脱

退率の 2 倍、 1x + 歳の原因C の絶対脱退率は 1x + 歳の原因 Aの絶対脱退率の 1.6 倍であると

き、 2+xl の値に最も近いものは次のうちどれか。 

なお、 1x + 歳におけるそれぞれの原因による脱退者数は小数点以下第 1 位を四捨五入して整数

値を用いること。 

 

xl  
xa  

xb  
xc  

95,000 617 1,023 720 

  

 （Ａ） 87,900 （Ｂ） 88,100 （Ｃ） 88,300 （Ｄ） 88,500 （Ｅ） 88,700 

 （Ｆ） 88,900 （Ｇ） 89,100 （Ｈ） 89,300 （Ｉ） 89,500 （Ｊ） 89,700 
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（３） 2
3

n n
s a= のとき、予定利率 ( )0i i＞ の値に最も近いものは次のうちどれか。 

ただし、 140689.42
2

=
n

a とする。 

 

 （Ａ） 0.82% （Ｂ） 0.84% （Ｃ） 0.86% （Ｄ） 0.88% （Ｅ） 0.90% 

 （Ｆ） 0.92% （Ｇ） 0.94% （Ｈ） 0.96% （Ｉ） 0.98% （Ｊ） 1.00% 
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（４） x 歳加入、保険料年払終身払込、保険金年度末支払、保険金額 1 の終身保険において、5 年経

過後にその時点の解約返戻金 5 xW　 に基づいて払済終身保険に変更するとき、変更後の保険金額の

値に最も近いものは次のうちどれか。 

ただし、 t 年経過後の解約返戻金は
max(10 ,0)

0.015
10

t x t x

t
W V

−
= − 　 　 （ t xV　 は平準純保険料式責任

準備金）、払済終身保険の予定事業費は毎年度始に払済保険金額 1 に対し 0.002、予定利率

0.50%i = 、年払純保険料 0.01698xP = 、 5 0.01896xP + = とする。 

 

 （Ａ） 0.070 （Ｂ） 0.072 （Ｃ） 0.074 （Ｄ） 0.076 （Ｅ） 0.078 

 （Ｆ） 0.080 （Ｇ） 0.082 （Ｈ） 0.084 （Ｉ） 0.086 （Ｊ） 0.088 
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（５）死力 x が
1

80
x

x
 =

−
( )0 80x≦ ＜ のとき、

2

1

10 40,50,60q の値に最も近いものは次のうちどれか。 

なお、
2

1

10 40,50,60q は、10 年以内に 40 歳の被保険者、50 歳の被保険者の順で死亡が起こり、かつ、

50 歳の被保険者の死亡時点で 60 歳の被保険者が生存している確率である。 

 

 （Ａ） 0.008 （Ｂ） 0.012 （Ｃ） 0.016 （Ｄ） 0.020 （Ｅ） 0.024 

 （Ｆ） 0.028 （Ｇ） 0.032 （Ｈ） 0.036 （Ｉ） 0.040 （Ｊ） 0.044 
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（６）死亡・就業不能脱退残存表において、生存者総数に占める就業不能者数の割合が x 歳では

0.010341、 1x + 歳では 0.011627 であるとする。 x 歳の就業者が就業者のまま死亡する確率が

0.002211、 x 歳の死亡率が 0.002322 のとき、 x 歳の就業不能者の絶対死亡率 i

xq の値に最も近い

ものは次のうちどれか。ただし、死亡および就業不能はそれぞれ独立かつ 1 年を通じて一様に発

生するものとする。また、就業不能者でない者は就業者であるものとし、就業不能者が回復して

就業者に復帰することはないものとする。 

 

 （Ａ） 0.009 （Ｂ） 0.010 （Ｃ） 0.011 （Ｄ） 0.012 （Ｅ） 0.013 

 （Ｆ） 0.014 （Ｇ） 0.015 （Ｈ） 0.016 （Ｉ） 0.017 （Ｊ） 0.018 
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問題２．次の（１）～（８）について、各問の指示に従い解答しなさい。 

各７点（計５６点） 

 

（１）人口が定常状態にあり、生存数が (100 )xL K x=  − に従う 2 つの国家 A、 B を考える。 

（ xは 0 100x≦ ≦ を満たす整数、K は正の整数とする。） 

 

国家 A、 Bにおいて、次のとおり第 t 年度始から年間の出生数に変化が生じた。 

 

【国家 A】年間の出生数が定常状態と比較して 40%減少し、その状態で継続する。 

【国家 B】年間の出生数が前年度と比較して 3%ずつ、毎年減少し続ける。 

 

第 50t + 年度始における、国家 A、 B の総人口をそれぞれ AT 、 BT とするとき、
B

A

T

T
の値に最も

近いものは次のうちどれか。ただし、 500.97 0.21807= とし、出生は 1 年を通じて一様に発生する

ものとする。また、国家間の人口の移動はないものとする。 

 

 （Ａ） 0.80 （Ｂ） 0.82 （Ｃ） 0.84 （Ｄ） 0.86 （Ｅ） 0.88 

 （Ｆ） 0.90 （Ｇ） 0.92 （Ｈ） 0.94 （Ｉ） 0.96 （Ｊ） 0.98 
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（２）三大疾病非罹患者である 40 歳の被保険者が、保険料一時払、保険期間 10 年の以下の給付を行

う保険に加入する場合を考える。 

 

【給付内容】 

・三大疾病に罹患した場合、その保険年度末から満期日（満期日を含む）まで年金額 1 の確定

年金を支払う。 

・三大疾病非罹患者のまま死亡した場合、その保険年度末における平準純保険料式責任準備金

を保険年度末に支払う。 

 

この保険の一時払純保険料の値に最も近いものは次のうちどれか。ただし、計算の前提は次のと

おりとする。 

 

【計算の前提】 

・三大疾病非罹患者が死亡および三大疾病罹患によって減少していく 2重脱退残存表に基づく。

また、死亡および三大疾病罹患はそれぞれ独立かつ 1 年を通じて一様に発生するものとし、

三大疾病に罹患した者が回復して三大疾病非罹患者に復帰することはないものとする。すな

わち、 

xl ： x 歳の三大疾病非罹患者数 

xd ： x 歳と 1x + 歳の間における三大疾病非罹患者の死亡数 

xi ： x 歳と 1x + 歳の間において三大疾病非罹患者が三大疾病に罹患する数 

とすると、 1x x x xl l d i+ = − − が成り立つ。 

・予定三大疾病罹患率 i x

x

i
q

l
= は年齢によらず一律 0.005 とする。 

・予定利率 1.0%i = とする。 

 

 （Ａ） 0.248 （Ｂ） 0.253 （Ｃ） 0.258 （Ｄ） 0.263 （Ｅ） 0.268 

 （Ｆ） 0.273 （Ｇ） 0.278 （Ｈ） 0.283 （Ｉ） 0.288 （Ｊ） 0.293 
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（３）ある集団が原因 A、 B 、C によって減少していく 3 重脱退残存表を考える。ここで、各脱退 

はそれぞれ独立かつ 1 年を通じて一様に発生するものとする。 

x 歳における各脱退原因による脱退率を A

xq , B

xq , C

xq 、絶対脱退率を *A

xq , *B

xq , *C

xq 、脱退力を A

x ,
B

x , C

x 、1 年後の残存率を xp としたとき、次の（Ａ）～（Ｄ）のうち、正しいものをすべて選

びなさい。ただし、該当するものが 1 つもないときは（Ｅ）を選びなさい。 

 

（Ａ） ( ) ( ) ( )1 1 1A B C

x x x xp q q q   = −  −  −  

（Ｂ） ( )
1 1

1
2 3

A A B C B C

x x x x x xq q q q q q     
=  −  + −  

 
 

（Ｃ） 1 A B C

x x x xp q q q = − − −  

（Ｄ） 0 1t≦≦ のとき、
1

A

A x

x t A

x

q

t q




+ 
=

+ 
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（４） x 歳加入、保険料年払全期払込、保険金年度末支払、保険金額 1、保険期間 10 年の養老保険に

おいて、予定死亡率
x tq +
を、 

( )

( )

0.002 0

1,2,...,9

x t x t

x t x t

q q t

q q t

+ +

+ +

 = = =


 = ＜
 

で表される予定死亡率
x tq +
 に変更することを考える。第 1 保険年度末の平準純保険料式責任準備

金について、予定死亡率変更後の値から予定死亡率変更前の値を控除した値に最も近いものは次

のうちどれか。ただし、予定利率 1.50%i = は変更がないものとし、予定死亡率変更前の計算基礎

率に基づく年金現価
:10

9.2262
x

a = 、予定死亡率変更後の計算基礎率に基づく年金現価

:10
9.2422

x
a = とする。 

 

 （Ａ） 0.00020−  （Ｂ） 0.00019−  （Ｃ） 0.00018−  （Ｄ） 0.00017−  （Ｅ） 0 

 （Ｆ） 0.00017  （Ｇ） 0.00018  （Ｈ） 0.00019  （Ｉ） 0.00020    
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（５）30 歳加入、保険料年払 10 年払込、保険金年度末支払、保険金額 1、保険期間 30 年の、以下の

保障を行う保険を考える。 

 

【給付内容】 

・被保険者が満期まで生存すれば、満期保険金額 1 を支払う。 

・被保険者が保険料払込期間終了後から満期までの 20 年間に死亡すれば、死亡した年度末に

死亡保険金額 1 を支払う。 

・被保険者が保険料払込期間中の 10 年間に死亡すれば、死亡した年度末に既払込営業保険料

と同額を支払う。 

 

年払営業保険料を P、年払純保険料を P とし、 ( ) (1 )P P C k = +  + が成り立つとき、年払営業保

険料の値に最も近いものは次のうちどれか。 

ただし、 0.1C = 、 0.05k = とし、計算基数は下表のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

x  
xD  

xN  
xM  

xR  

30 91,737  4,464,399 80,705 4,166,451 

40 88,756 3,560,203 79,977 3,362,376 

60 79,522 1,860,804 74,975 1,797,594 

 （Ａ） 0.2028 （Ｂ） 0.2030 （Ｃ） 0.2032 （Ｄ） 0.2034 （Ｅ） 0.2036 

 （Ｆ） 0.2038 （Ｇ） 0.2040 （Ｈ） 0.2042 （Ｉ） 0.2044 （Ｊ） 0.2046 
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（６） x 歳加入、保険料年払全期払込、保険金年度末支払、保険金額 1、保険期間 n 年の養老

保険において、第 t 保険年度末の平準純保険料式責任準備金を :t x n
V 、チルメル割合を

としたときの全期チルメル式責任準備金を
[ ]

:

z

t x n
V で表すものとする。 

1 :

0

1 :
1

x n

x n

V

V
 =

−
とするとき、 0,1,2, , 1s n= − に対して、

[ ]

1 : 1: 1

z

s sx n x n
V V+ + −

− を表す式は次の

うちどれか。 

  

 （Ａ） ( )01: 1s x n
V  

+ −
 −  （Ｂ） ( )01: 1s x n

V  
+ −

 −  

 （Ｃ） ( ) ( )01: 1
1 s x n

V  
+ −

−  −  （Ｄ） ( ) ( )01: 1
1 s x n

V  
+ −

−  −  

 （Ｅ） ( )1 0:s x n
V  +  −  （Ｆ） ( )1 0:s x n

V  +  −  

 （Ｇ） ( ) ( )1 0:
1 s x n

V  +−  −  （Ｈ） ( ) ( )1 0:
1 s x n

V  +−  −  

 （Ｉ） ( )0:s x n
V   −  （Ｊ） ( )0:s x n

V   −  
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（７）就業者である x 歳の被保険者が加入する、以下の給付を行う保険料一時払の終身保険をそれぞ

れ考える。なお、就業不能者でない者は就業者であるものとし、就業不能者が回復して就業者に

復帰することはないものとする。 

 

【保険 1】 

就業者である被保険者が死亡もしくは就業不能となったときに保険年度末に保険金額 X を

支払って消滅する保険 

 

【保険 2】 

就業者である被保険者に対し、就業者であることを条件に毎保険年度始に年金額Y を支払

い、また、就業不能となったときに保険年度末に保険金額 Z を支払って消滅する保険 

 

ここで、保険 1 と保険 2 の 2 つの保険の一時払純保険料がすべての年齢で等しくなるとき、 
aa

xd を表す式は次のうちどれか。 

 

 （Ａ） 11 ( )aa aa aa

x x x

Y X
l l l

Z v Z
+

 
 + +  − 

  

 
 

 （Ｂ） 11 ( )aa aa aa

x x x

Y X
l l l

Z v Z
+

 
 + −  − 

  

 
 

 （Ｃ） 11 ( )aa aa aa

x x x

Y X
l l l

Z v Z
+

 
 − +  − 

  

 
 

 （Ｄ） 11 ( )aa aa aa

x x x

Y X
l l l

Z v Z
+

 
 − −  − 

  

 
 

 （Ｅ） 1( )aa aa aa

x x x

Y X
l l l

Z v Z
+ +  −



 
 

 （Ｆ） 1( )aa aa aa

x x x

Y X
l l l

Z v Z
+ −  −



 
 

 （Ｇ） 1( )aa aa aa

x x x

Y X Y
l l l

Z v Z
+

+
 +  −



 
 

 （Ｈ） 1( )aa aa aa

x x x

Y X Y
l l l

Z v Z
+

−
 +  −



 
 

 （Ｉ） 1( )aa aa aa

x x x

Y X Y
l l l

Z v Z
+

+
 −  −



 
 

 （Ｊ） 1( )aa aa aa

x x x

Y X Y
l l l

Z v Z
+

−
 −  −


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（８） x歳加入、保険料年払全期払込、保険期間 10 年の、手術種類に応じた保障を行う手術保

障保険を考える。 

 

【給付内容】 

・手術発生時に、基本手術一時金額 1 に対して、手術種類に応じて定められている以

下の倍率を乗じた手術一時金を支払う。 

手術種類 1 の場合：1 

手術種類 2 の場合：K   

手術種類 3 の場合： 2K  

・死亡時の給付はない。 

 

この保険の年払営業保険料の値が 0.09894 であるとき、K の値に最も近いものは次のうち

どれか。ただし、計算の前提は次のとおりとする。 

 

【計算の前提】 

・死亡率 qは年齢によらず一律 0.003 とする。 

・予定利率 1.0%i = とする。 

・予定手術発生率：各年齢の被保険者について、その後 1 年間の手術種類別の発生率

は、年齢によらず一律以下のとおりとする。  

手術種類 1 の場合：
1

50
 

手術種類 2 の場合：
1

80
 

手術種類 3 の場合：
1

100
 

 

・各手術種類の発生および手術一時金の支払は年央に発生するものとし、各手術種類

はそれぞれ 1 年間に 2 回以上発生しないものとする。 

・各手術種類はそれぞれ独立に発生するものとする。 

・予定事業費は下表のとおりとする。 

 

予定新契約費 新契約時にのみ、基本手術一時金額 1 に対し 0.2 

予定集金費 保険料払込のつど、営業保険料 1 に対し 0.02 

予定維持費 毎保険年度始に、基本手術一時金額 1 に対し 0.03 

 

 

 （Ａ） 0.45 （Ｂ） 0.50 （Ｃ） 0.55 （Ｄ） 0.60 （Ｅ） 0.65 

 （Ｆ） 0.70 （Ｇ） 0.75 （Ｈ） 0.80 （Ｉ） 0.85 （Ｊ） 0.90 
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問題３．次の①～⑩の空欄に当てはまる最も適切なものを選択肢の中から 1 つ選びなさい。なお、同じ

選択肢を複数回用いてもよい。 

１０点 

 

x歳加入、保険料年払m 年払込、保険金年度末支払、保険金額 1、契約当初 ( )k m＜ 年間の予定

利率 i 、 k 年経過後の予定利率 ( )j i の終身保険について考える。 

ただし、 ,i j を付した現価率 ( ) ( )( ),
i j

v v 、年金現価
( )( )( ),

ji

x xa a　 、一時払純保険料 ( )( ) ( ),i j

x xA A 等はそれ

ぞれ予定利率 ,i j で計算されたものとする。 

 

まず、この保険の年払純保険料 ,i j

xP　を考える。支出現価および収入現価をそれぞれ契約当初 k 年

間と k 年経過後に分けて考えると、 

支出現価 ( )

k

iv= +① ②  

収入現価 ( ),

( )

i j k

x iP v= +　 ③ ④  

となることから、 

( ),

( )

k

ii j

x k

i

v
P

v

+
=

+
　

① ②

③ ④
 

となる。 

 

次に、この保険の第 t 保険年度末の平準純保険料式責任準備金 ,i j

t xV 　 を考える。将来法により、 

t k= の場合、 
, ,i j i j

k x xV P= −　 　⑤ ⑥  

t k＜ の場合、 

( ), ,

( ) ( )

i j k t i j k t

t x i x iV v P v− −= + − +　 　⑦ ⑧ ⑨ ⑩  

となる。 

 

 

 （Ａ） 
( )

:

i

x m
a

　　  （Ｂ） 
( )

:

j

x m
a

　　

 
（Ｃ） 

( )

:

i

x k
a

　　

 

 （Ｄ） 
( )

:

j

x k
a

　　

 
（Ｅ） 

( )

:

i

x k m k
a

+ −　　

 
（Ｆ） 

( )

:

j

x k m k
a

+ −　　

 

 （Ｇ） 
( )

:

i

x t k t
a

+ −　　

 
（Ｈ） 

( )

:

j

x t k t
a

+ −　　  （Ｉ） 
( )

:

i

x t m t
a

+ −　　

 

 （Ｊ） 
( )

:

j

x t m t
a

+ −　　

 
（Ｋ） 

( )

:

i

k x x k m k
p a

+ −


　　

 
（Ｌ） 

( )

:

j

k x x k m k
p a

+ −


　　

 

 （М） 
( )

:

i

k t x t x k m k
p a− + + −


　　

 
（Ｎ） 

( )

:

j

k t x t x k m k
p a− + + −


　　

 
（Ｏ） ( )i

x kA +

 

 （Ｐ） ( )j

x kA +

 
（Ｑ） 

1( )

:

i

x k
A　　

　　

 
（Ｒ） 

1( )

:

j

x k
A　　

　　

 

 （Ｓ） 
1( )

:

i

x t k t
A

+ −

　　

　　

 
（Ｔ） 

1( )

:

j

x t k t
A

+ −

　　

　　

 
（Ｕ） ( )i

k x x kp A +
 

 （Ｖ） ( )j

k x x kp A +
 

（Ｗ） ( )i

k t x t x kp A− + +
 

（Ｘ） ( )j

k t x t x kp A− + +
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問題４．次の（a）、（b）について、各問の指示に従い解答しなさい。 

１０点 

 

子供 x歳、親 y 歳加入、保険料年払m 年払込、保険金年度末支払、保険期間 n年 ( )m n＜ で、次

の(ⅰ)から(ⅳ)の条件を満たす親子連生保険について考える。 

（ⅰ）親が死亡した場合には、死亡保険金額 1 を支払い、その後の保険料の払込を免除する。 

（ⅱ）子供が死亡した場合には、死亡保険金として既払込保険料（払込免除の保険料を含む）を

支払い、契約は消滅する。 

（ⅲ）子供が満期まで生存した場合には、満期保険金額 1 を支払う。 

（ⅳ）親が死亡した保険年度の翌年度始から第 n保険年度始まで、子供の生存を条件に遺族年金

として年金額 0.1 を支払う。 

 

なお、予定死亡率は親子とも同一の生命表に従うものとし、付加保険料は考慮しないものとす

る。 

 

(a) 次の①～⑪の空欄に当てはまる最も適切なものを選択肢の中から 1つ選びなさい。なお、

同じ選択肢を複数回用いてもよい。 

 

この保険の年払純保険料を P とすると、 

  （収入現価） P  ①  

  （支出現価） ・死亡保険金 
1

min( , ) t

t

P t v
=

+   
③

② ④ ⑤  

                P m P= +  +  ② ⑥ ⑦  

         ・満期保険金 ⑧  

         ・遺族年金  0.1 ⑨  

                0.1 ( )=  −⑩ ⑪  

収支相等の原則により、
0.1 ( )

P
m

+ +  −
=

− − 

② ⑧ ⑩ ⑪

① ⑥ ⑦
 

 

 

(b) この保険について、子供 5 歳、親 30 歳加入、保険料年払 20 年払込、保険期間 30 年の場

合の年払純保険料 P の値に最も近いものを選択肢の中から 1つ選びなさい。ただし、計

算基数は下表のとおりとする。 

 

【計算基数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

x  
xD  

xN  
xM  

xR  

5 94,952 5,065,310 45,023 3,352,123 

25 77,348 3,337,343 44,526 2,454,402 

30 73,356 2,958,672 44,282 2,232,266 

35 69,551 2,599,573 44,031 2,011,353 

50 58,585 1,633,173 42,626 1,358,790 

60 50,847 1,081,519 40,339 941,560 
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( ),x y  xyD  
xyN  1

xyM
 

(5,30) 8,290,151,228 329,010,219,913 4,636,787,979 

(25,50) 6,580,904,760 179,437,699,516 4,450,081,332 

(35,60) 5,673,294,740 117,647,756,688 4,194,149,170 

【(a)の選択肢】 

 （Ａ） n
 

（Ｂ） m
 

（Ｃ） xt
q  （Ｄ） 1 xt

q
−  （Ｅ） 1

x yt
q

 

 （Ｆ） 1

1 x yt
q

−

 
（Ｇ） :x n

a
　　

 
（Ｈ） :x m

a
　　

 
（Ｉ） :y n

a
　　

 
（Ｊ） :y m

a
　　

 

 （Ｋ） :x y n
a

　

 
（Ｌ） :x y m

a
　

 
（Ｍ） 

1

:y n
A 　

　

 
（Ｎ） 

1

:y m
A 　

　

 
（Ｏ） 

1

:x y n
A  

 （Ｐ） 
1

:x y m
A

　

 
（Ｑ） 

1

:x n
A

 
（Ｒ） 

1

:x m
A

 
（Ｓ） 

1

:x y n
A

 
（Ｔ） 

1

:x y m
A

 

 （Ｕ） 
1

:
( )

x n
IA

 
（Ｖ） 

1

:
( )

x m
IA

 
（Ｗ） 

1

:
( )

x y n
IA

 
（Ｘ） 

1

:
( )

x y m
IA

 
（Ｙ） 

1

:m x n
A 　

　

 

 （Ｚ） 
1

:m x n m
A

−

　

　　

 
（AA） 

1

:m x y n
A 　

　

 
（AB） 

1

:m x y n m
A

−

　

　

 
（AC） :y x n

a
 

（AD） : 1y x n
a

−

 

 

【(b)の選択肢】 

 （Ａ） 0.040 （Ｂ） 0.043 （Ｃ） 0.046 （Ｄ） 0.049 （Ｅ） 0.052 

 （Ｆ） 0.055 （Ｇ） 0.058 （Ｈ） 0.061 （Ｉ） 0.064 （Ｊ） 0.067 

 

以上 

 


